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 研究要旨                         

日本婦人科腫瘍学会JSGOガイドライン委員会では、昨年度行った
日本産科婦人科学会JSOG婦人科腫瘍委員会婦人科悪性腫瘍登録事
業データベース（2000-2012）を用いての頸癌・体がん・卵巣がん
治療ガイドラインの導入による治療動向、治療成績の変化及び患
者背景の推移の検討結果についての論文作成を行うと同時に、そ
の結果を反映させた頸癌ガイドラインを平成29年7月に改訂発刊し
た。また今回の研究結果を踏まえ現在体がんガイドラインを改定
中であり来年度の秋の発刊を目指して作業中である。2006年よりJ
SGOが行っている婦人科腫瘍専門医育成のための修練施設認定の有
効性についての検証を行い、さらに頸癌、体がん、卵巣がん、外
陰・腟がんガイドラインのCQの中から本邦での現状が不明な点に
ついてのCQを抽出した。 

  

 

Ａ．研究目的   
日本産科婦人科学会JSOG婦人科腫瘍委

員会婦人科悪性腫瘍登録事業データベー
スを用いて、頸癌、体がん、卵巣がん、
外陰・腟がんガイドラインのCQの中で本
邦での現状が不明な点についてのCQを抽
出し、本邦での現状を明らかにすると同
時に、2006年より日本婦人科腫瘍学会JSG
Oが行っている婦人科腫瘍専門医育成のた
めの修練施設認定の有効性についての検
証を行うことを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 

頸癌、体がん、卵巣がん、外陰・腟が
んガイドラインのCQの中から本邦での現
状が不明な点についてのCQを抽出した。
抽出したCQとJSGO腫瘍専門医制度認定施
設の有用性に関して上記JSOGデータベー
スを用いて統計解析をSAS 9.4 software
を用いて行った。本研究は東海大学付属
病院臨床研究審査委員会及びJSOG臨床研
究審査委員会にて倫理的問題についての
審査を受け承認を受けた。 
 
Ｃ．研究結果 

各ガイドラインより22個のCQが抽出さ
れた。JSGOは、2005年より婦人科腫瘍修
練施設の認定を独自の施設基準を設けて
行っている。これらの施設は婦人科腫瘍
専門医を育成するための教育機関である
が、これらの施設の臨床能力を検討する
ためにJSGO修練認定施設とJSGO認定でな
い施設で治療を行った頸癌患者の予後比
較を行った。全進行期の頸癌の予後は多変
量解析の結果、施設認定の有無によりRR：
0.843 (0.784-0.905)、p<0.001であった。

あった。また手術例のみ(術後治療ない)
についての検討結果では、RR：0.552(0.3
93-0.775)、p<0.004であった。 

昨年度の検証結果の論文化を行うと同
時に検証結果の内容を反映させ、平成29
年7月に頸癌ガイドラインを改定発刊し
た。また同様に体がんガイドラインも上
記の結果を反映させて平成30年度秋発刊
を目指して改定中である。 
 
Ｄ．考察 

JSGOが行ってきた婦人科腫瘍専門医修
練施設の認定の効果を明らかにしてお
り、また施設認定の基準に関してもある
程度の施設の差別化ができていると考え
られた。認定施設の治療効果が優れてい
ることが明らかとなり、医療の進歩に伴
い様々な観点より施設認定基準を変更し
ていくことも必要であり、このような検
証を今後も行っていくことが必要である
と考えられる。 
 
Ｅ．結論 

JSGOが行っている婦人科腫瘍専門医育
成のために施設認定についてJSOGのデー
タを用いて施設認定の有用性について証
明することができた。JSOG婦人科腫瘍委
員会婦人科悪性腫瘍登録事業データベー
スを用いて、今後は今年度抽出された22
個のCQについて解析を行い、今後改定を
行っていくガイドラインに反映させてい
くことが重要である。 

 
Ｆ．健康危険情報     
    なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況    
 （予定を含む。）  
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3. その他 
 なし 
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